To be the "+ shaped" organizer with the Leadership by 寺川, 達郎
Title実施者という役割、私たちのリーダーシップ
Author(s)寺川, 達郎



































                                                          
i 大倉裕貴，素人徒然帖：SDSテーマ「きかいな住まい、京都にて。」を実施するといふこと，デザイン学論考vol.6（2016）． 
 実施者という役割、私たちのリーダーシップ 


















































































                                                          





























































































































































































リーダー ⇔ フォロワー 参加者
⇒
① ②



































                                                          
xiii 藤田弥世，愛と情熱（＝変態性）にみるモノづくりの真髄，デザイン学論考vol.5（2016），pp.22-27． 












































































                                                          
xv この専門性は1.2節で述べたような「研究テーマ」ほどには限定しない、専門領域における基礎的知識・技術の意味で
ある。プロトタイピングは実施者らの専門である機械工学や情報学の下で扱うことを想定するが、そのモチベーショ
ンは専門性ではなく“好奇心”であることを強調しておく。 
24 
 
上、少数のアイデアに限られるだろうが）。すなわち、議論の中で新たに見出さ
れた観点からプロトタイプの改良や結合・分割を行い、再度議論に投入する。こ
れを繰り返し、実体の機械が持つ潜在的な機能を追究していく。 
想像でしかないが、このプロセスを私たちのテーマワークに組み込むことは
十分に可能であったと思う。私たちがSDSで実際に取ったプロセスは、簡潔に
表すと「住まいの観察」と「機械の発想」を往復するような形であった。上述の
目的の他に「自身の中の問題意識から発想してもらう」「モノづくりの楽しさを
知ってもらう」などの目的も高いレベルで実現しようと試みたために重いプロ
セスが続き、議論のメリハリが失われてしまった。これまでの反省を踏まえる
と、テーマワークの目的を洗練し、それだけを達成することを考えた方が適切
なプロセスになるのではないだろうか。例えば、1日目は住まいの観察と議論に
特化し、機械を適用するフィールドの同定を行い、2日目は強制発想からスター
トしてプロトタイピングを繰り返す、というくらいが身の丈に合っていたと今
なら思う。 
最後に 
フォーラムで議論した「リーダーシップ教育」への提言の中で参加者の共感
を強く得た項目として、「失敗できる機会があること」と「そこから反省するこ
と」があった。本論考の「反省」が将来の“リーダー”の役に立てば幸いである。 
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「デザイン学」への問い 
+ 優れた実施者になるためには何が必要か 
+ 私たちが目指すべき“リーダー”とは 
+ 「デザイン学」の環境がいかに私たちを育んでくれているのか 
